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１．定住自立圏の名称 

（１）定住自立圏及び構成市町村の名称 

   大館圏域定住自立圏(圏域重複型:中心市 大館市、近隣市町村 小坂町) 
※小坂町は、県境を越えた上十三・十和田湖広域定住自立圏の構成団体にもな

っています。 

２．圏域の現状 

（１）各地域の都市機能の集積状況 

  圏域を構成する各地域における交通、福祉等の都市機能の集積状況は以下のとお 
りであります。 

【大館市】 

 定住自立圏の目指すべき都市機能 施設名 

交通 

●幹線道路 

国道７号、国道１０３号、国道２８５号、主要地方道大館十

和田湖線、主要地方道比内大葛鹿角線、主要地方道比内田代

線、日本海沿岸東北自動車道（大館北～小坂間） 

●ＪＲ駅 

JR 大館駅、JR東大館駅、JR白沢駅、JR陣場駅、JR十二所駅、

JR大滝温泉駅、JR沢尻駅、JR下川沿駅、JR扇田駅、JR早口

駅 

●高速バス 大館⇔盛岡、大館⇔仙台、大館⇔東京 

●空港アクセスバス 大館⇔大館能代空港 

医療・福祉 

●地域がん診療連携拠点病院 大館市立総合病院 

●救急指定病院 大館市立総合病院、秋田労災病院 

●地域周産期母子医療センター 大館市立総合病院 

●災害拠点病院 大館市立総合病院 

●自治体病院 大館市立総合病院、大館市立扇田病院、田代診療所 

●福祉施設 

秋田県北部老人福祉総合エリア、大館市総合福祉センター、

大館市比内福祉保健総合センター、大館市田代総合福祉セン

ター 

教育 

●大学・大学校 秋田看護福祉大学、秋田職業能力開発短期大学校 

●中高一貫校 県立大館国際情報学院中学校・高等学校 

●高等学校 県立大館鳳鳴高等学校、県立大館桂桜高等学校 

●養護学校 県立比内支援学校 

文化・スポーツ 

●文化ホール 大館市民文化会館 

●図書館 栗盛記念図書館、花矢図書館、比内図書館、田代図書館 

●スポーツ施設 

長根山運動公園、ニプロハチ公ドーム（大館樹海ドーム）、大

館樹海体育館、地域体育館、達子森野球場、比内体育館、扇

田ふれあい公園テニスコート、田代野球場、田代体育館、田

代スポーツ公園テニスコート 

●博物館 大館郷土博物館 
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行政 

●国 
秋田地方法務局大館支局、大館税務署、大館労働基準監督署、

東北地方整備局能代河川国道事務所大館国道出張所 

●裁判所 
秋田地方裁判所大館支部、秋田家庭裁判所大館支部、大館簡

易裁判所 

●県 大館保健所 

●市 
大館市役所本庁舎、大館市役所比内総合支所、大館市役所田

代総合支所 

産業 

●工業団地 

 

 

●産業団地 

大館工業団地、大館第二工業団地、二井田工業団地、花岡工

業団地、花岡第二工業団地、新館工業団地、小森山ミニ工業

団地、羽貫谷地工業団地、岩瀬工業団地 

釈迦内産業団地 

商業 ●大規模商業施設 
いとく大館ショッピングセンター、イオンスーパーセンター

大館店、大館樹海モール 

 

【小坂町】 

 定住自立圏の目指すべき都市機能 施設名 

交通 ●幹線道路 
国道２８２号、主要地方道大館十和田湖線、東北自動車道、

日本海沿岸東北自動車道（大館北～小坂間） 

医療 
●民間病院 小坂町診療所 

●町立病院 町立歯科診療所 

福祉 ●福祉施設 小坂町福祉保健総合センター「ゆーとりあ」 

教育 ●高等学校 県立小坂高等学校 

文化･スポーツ 

●スポーツ施設 

小坂町交流センター「セパーム」、陸上競技場、野球場、屋内

プール、テニスコート、向陽体育館、みんなの運動公園パー

クゴルフ場 

●図書館 小坂図書館 

●博物館 総合博物館郷土館 

行政等 

●国等 
独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構（ＪＯＧＭＥ

Ｃ）金属資源技術研究所 

●県 金属鉱業研修技術センター 

●町 小坂町役場 

産業 ●工業団地 三ツ森工業団地 

 

 
新緑の十和田湖 
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（２）各地域の豊富な地域資源 

  各地域には、四季折々に多彩な表情が見られる自然や地域の伝統行事など固有の

地域資源が存在します。 
【大館市】 

観光資源・祭り 伝統行事 特産品・食文化 その他 

・忠犬ハチ公及び秋田犬

・大館大文字まつり 

・本場大館きりたんぽま

つり 

・アメッコ市 

・比内とりの市 

・ジャジャシコ祭り 

・中野七夕 

・白神山系田代岳 

・大鮎の里ふるさとまつ

り 

・田代名産たけのこ祭り

・五色湖まつり 

・たしろきのこ祭 

・大館囃子 

・独鈷囃子 

・代野番楽 

・蛭沢獅子踊り 

・山田獅子踊り 

・きりたんぽ 

・枝豆 

・山の芋 

・比内地鶏 

・とんぶり 

・ホップ 

・葉タバコ 

・根曲がり竹たけのこ 

・曲げわっぱ 

 

【小坂町】 

観光資源・祭り 伝統行事 特産品・食文化 その他 

・十和田湖 

・小坂鉱山事務所 

・明治の芝居小屋「康楽

館」 

・日本の滝百選「七滝」

・紫明亭展望台 

・発荷峠展望台 

・笹森展望所 

・天使館 

・中小路の館 

・小坂鉄道レールパーク

・アカシアまつり 

・小坂七夕祭 

・濁川の虫送り 

・出羽神社権現舞 

・桃豚 

・ぶどう 

・十和田湖ひめます  

・小坂ワイン 

・アカシア蜂蜜 

・根曲がり竹たけのこ 

・ぶどうジュース 

・菜々の油 
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３．圏域の将来像 

大館圏域定住自立圏では、構成する地域が古くから鉱山における深いつながりを持

ち、「ひと」と「もの」などの交流が盛んに行われてきました。このつながりを維持

し、地域が有する都市機能や多くの地域資源という地域特性をさらに磨き上げ、地域

公共交通を始めとする暮らしに欠かすことのできない生活機能を圏域総体で確保し、

住民が住み慣れた地域で安心して暮らすことができ、また、圏域における暮らしやす

さや魅力の質的向上、広域観光連携などによる産業の活性化を図りながら、圏域内外

を結ぶネットワークを強化することにより、当圏域への移住・定住、交流人口の拡大、

人口減少の抑制を目指します。 
上記を踏まえ、定住自立圏構想の考えに基づき「自立」するための経済基盤を培い、

圏域全体としての魅力を高めていくため、圏域として次のような将来像を定めます。 

 
 
 
 
 ○将来推計人口等（国立社会保障・人口問題研究所 平成 25 年 3 月公表） 

指標名 平成 22 年 平成 27 年 平成 37 年 平成 52 年 

圏域人口 85,000 人 79,935 人 69,315 人 54,197 人 

【大館市】 78,946 人 74,498 人 64,961 人 51,183 人 

【小坂町】  6,054 人  5,437 人  4,354 人  3,014 人 

高齢者人口 27,245 人 28,591 人 27,719 人 23,286 人 

【大館市】 25,036 人 26,407 人 25,851 人 21,875 人 

【小坂町】  2,209 人  2,184 人  1,868 人  1,411 人 

高齢化率 32.1% 35.8% 40.0% 43.0% 

【大館市】 31.7% 35.4% 39.8% 39.1% 

【小坂町】 36.5% 40.2% 42.9% 46.8% 

 
 ○目標値（圏域市町人口ビジョン） 

指標名 平成 22 年 平成 27 年 
平成 37 年 

（目標） 

平成 52 年 

（目標） 

圏域人口 85,000 人 79,514 人 71,544 人 59,629 人 

【大館市】 78,946 人 74,175 人 66,938 人 56,043 人 

【小坂町】  6,054 人  5,339 人  4,606 人  3,586 人 

高齢者人口 27,245 人 28,770 人 27,996 人 23,467 人 

【大館市】 25,036 人 26,549 人 26,023 人 21,891 人 

【小坂町】  2,209 人  2,221 人  1,973 人  1,576 人 

高齢化率 32.1% 36.2% 39.1% 39.4% 

【大館市】 31.7% 35.8% 38.9% 39.1% 

【小坂町】 36.5% 41.6% 42.8% 43.9% 

将来像 
「鉱山で磨いた匠と歴史を大切にし、次世代に夢つなぐまちづくり」
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大館市と小坂町の豊富な地域資源 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

４．定住自立圏共生ビジョンの期間 

  平成 30 年度から 34 年度までの 5 年間とする。 
ただし、毎年度所要の変更を行うものとする。 

大館市 

○忠犬ハチ公 

○きりたんぽ 

○曲げわっぱ 

〇枝豆 

○比内地鶏 

○とんぶり 

○白神山系田代岳 

○根曲がり竹たけのこ 

小坂町 

○桃豚 

○ぶどう 

○十和田湖ひめます  

○小坂ワイン 

○アカシア蜂蜜 

○十和田湖 
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５．施策の体系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■将来像 ■政策分野 ■施策 

生活機能の強化に

係る政策分野 

圏域マネジメント

能力の強化に係る

政策分野 

○圏域の食と物産等の地場産品を活用した 
周遊ルートの構築 

産業振興

■施策区分 

○圏域内の観光拠点ネットワークの構築

地域公共
交通

○公共交通ネットワークの構築 

移住の
促進 ○移住情報の発信・ＰＲ

○職員の合同研修等の実施

結びつきやネット

ワークの強化に係

る政策分野 

人材育成
等

○３Ｒ関連環境イベントの実施 
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６．定住自立圏形成協定に基づき推進する具体的な取り組み 

（１） 生活機能の強化に係る政策分野 

  ア 産業振興 

(ア) ３Ｒ関連環境イベントの実施 

 

 

 

 

事 業 名 ３Ｒ推進事業（エコフェア） 実施地域 

事業概要  

大館市、小坂町 

 自治体ブースのほか圏域内の環境関連事業所に出展を要請
し、地域の住民などに対して、環境商品の展示や参加型イベン
ト、リサイクル商品の販売を通じて、３Ｒの普及啓発を行う。
また、小型家電リサイクルについては、東京オリンピック・パ
ラリンピック後も継続して推進するため、平成 33 年度に３Ｒ
シンポジウムを開催する。 

成果 
住民や事業者の環境意識の高揚により、廃棄物の発生抑制、資源の循環的な利用及び適正な

処分が確保されることによって、天然資源の消費を抑制し、環境への負荷が軽減される。 

事業費(千円) Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 計 

大館市 15 15 15 2,015 15 2,075

小坂町 0 0 0 1,000 0 1,000

国県補助事業等の名称、補助率等 

無し 

役割分担に係る基本的な考え方 
構成地域は、古くから鉱山における深いつながりがあり、鉱山技術を活用したリサイクル産

業が基盤産業となっていることから、環境先端地域として、住民、事業者、行政が連携して資
源循環型社会を構築する。 

成果指標 
指標名 現状値（H28） 目標値（H34） 

ごみの排出量（全体） 29,622ｔ 25,273ｔ 

 

    

大館エコフェア（ニプロハチ公ドーム） 

 

 

【形成協定】   

資源循環型社会形成のため、３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の普及

啓発に連携して取り組む。 



 
 - 8 -

(イ)  圏域の食と物産等の地場産品を活用した周遊ルートの構築 

 

 

 

 

 

事 業 名 ３Ｄ連携交流拡大事業 実施地域 

事業概要  

大館市、小坂町 

物産協会及び圏域業者等と協力し、仙台市、函館市等のイベ

ントに観光ブースを設置し、新たな商品のテスト販売等を実施

し、圏域の地場産品の育成とブランディングを行うほか、きり

たんぽや比内地鶏、枝豆、小坂ワイン等に代表される圏域の食

や物産等の地場産品のＰＲを行う。 

成果 

東北最大の都市である仙台市や北海道の玄関口である函館市において、地場産品の展示販売

をすることにより、圏域の認知度向上を図り、仙台市から函館市に通ずる観光周遊ルートの一

部に圏域が参画する体制を構築する。 

事業費(千円) Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 計 

大館市 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 60,000

小坂町 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 5,000

国県補助事業等の名称、補助率等 

無し 

※平成３０年度は「東北観光復興交付金」の補助有り。補助率 80/100 

役割分担に係る基本的な考え方 
各地域が特有の地場産品(大館市は、きりたんぽ・比内地鶏・枝豆・曲げわっぱ、小坂町は、

はちみつ、小坂ワインなど)の振興に取り組むとともに、統一規格等による観光客の受け入れ
態勢の整備において連携を図り、情報発信については合同で実施する。 

成果指標 

指標名 現状値（H28） 目標値（H34） 

仙台市及び函館市における情報

発信イベント参加回数／年間 
2 回 5 回 

アメッコ市来場者数 105,000 人 108,150 人 

 

   

小坂鉄道レールパークと大館・小坂鉄道レールバイク 

【形成協定】 

  地場産品の情報発信を通じて、東北最大の都市である仙台市と北海道の玄関口

である函館市を結ぶルートに、圏域の観光資源の活用で連携し、周遊ルートの構

築を図る。 
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（ウ） 圏域内の観光拠点ネットワークの構築 

      
 
 
 
事 業 名 圏域観光ネットワーク構築事業 実施地域 

事業概要  

大館市、小坂町 

圏域内で代表的な観光拠点のネットワークを構築するた
め、統一規格の案内板やデジタルコンテンツを充実させる等
の整備を進めるとともに、「きりたんぽまつり」や「肉の博覧
会 inおおだて」、「アカシアまつり」、「小坂七夕祭」などの開
催を通じて、圏域内の観光拠点のＰＲを実施する。 

また、景勝地、温泉、農家民宿、イベント等の各種観光を
結ぶネットワークの構築とともに、グリーンツーリズムの充
実など、体験型と滞在型観光の磨き上げに取り組む。 

成果 
きりたんぽまつり等のイベントに訪れた圏域外からの観光客が、圏域内の宿泊施設を利用

し、複数日にわたり圏域内で観光を行うことで、宿泊施設の活性化や飲食店等の利用増に結び
付けることができる。 

 

事業費(千円) Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 計 

大館市 6,000 5,000 5,000 5,000 5,000 26,000

小坂町 600 500 500 500 500 2,600

国県補助事業等の名称、補助率等 

無し 

 

役割分担に係る基本的な考え方 
各地域で行われるイベントをそれぞれの地域が主担当となり、相互協力を図る。 

成果指標 

指標名 現状値（H28） 目標値（H34） 

それぞれの市町における年 1

回の物産イベントの実施 
0 回 1 回 

宿泊者数（全体） 210,425 人 216,738 人 

 

   

ニプロハチ公ドームを上空から望む          小坂鉱山事務所

【形成協定】 

 圏域内の観光拠点を結ぶネットワークを構築し、観光の目的地となるような魅力

ある滞在型観光拠点の構築に取り組む。 
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（２）結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

ア 地域公共交通 

   (ア) 公共交通ネットワークの構築 

      
 
 
 
事 業 名 公共交通ネットワーク構築事業 実施地域 

事業概要  

大館市、小坂町 

 
公共交通を軸とした観光振興や住民の移動需要等も視野に

入れた検証を行い、より利用しやすい公共交通ネットワーク
の環境整備、より分かりやすい情報提供などを実施し、利用
者の増進を図る。 

・利用者への分かりやすい情報提供 
・圏域の観光振興と連携した利用促進活動 
・大館十和田湖線工事促進期成同盟会の推進による整備促進 
 
 
成果 

通院、通学、買物、観光など一人一人の利用目的にかなう公共交通サービスが提供可能とな
るほか、観光振興等、地域活性化の起爆剤として利用できる。 

 

事業費(千円) Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 計 

大館市 8,571 8,571 8,571 8,571 8,571 42,855

小坂町 2,192 2,192 2,192 2,192 2,192 10,960

国県補助事業等の名称、補助率等 
【国庫補助制度】地域公共交通確保維持改善事業 
〇地域間幹線系統確保維持費補助金（地域間幹線系統路線） 
  補助率 国 1/2 
 
【県補助制度】地方バス路線運行対策費補助金 
〇地域間幹線系統確保維持補助金 

補助率 県 1/2 
 
【市補助制度】大館市生活バス路線等維持費補助事業 
○地域間幹線系統確保維持費補助金 

平均乗車密度 5人未満によるカット分 
 
【町補助制度】小坂町生活交通路線維持費補助事業 
○地域間幹線系統確保維持費補助金 

平均乗車密度 5人未満によるカット分 

役割分担に係る基本的な考え方 
地域の実情に即した効率的で利用しやすい交通手段を実現することにより、圏域全体として

利便性のよい地域公共交通ネットワーク化が図られる。 

成果指標 

指標名 現状値（H28） 目標値（H34） 

補助対象となる路線バス系統数 1 系統 
1 系統 

（現状維持） 

大館～小坂間 輸送人員 108,320 人 
108,500 人 

（現状維持） 

【形成協定】 

人口減少社会や高齢化社会に対応した持続可能な地域公共交通ネットワークの

構築に取り組む。 
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事 業 名 公共交通勉強会の開催 実施地域 

事業概要  

大館市、小坂町 
路線バスを利用しにくい公共交通不便地域について、地域の

ニーズや需要に見合った多様な運行形態による交通手段の確保
等、両自治体の抱える公共交通の課題や計画、協働事業の取り
組みへの可能性について情報共有を図る。 

成果 
圏域内の課題や今後の計画などを議論することで、圏域内の公共交通網の充実が期待でき

る。 
 

事業計画 
Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34  

事業費 

(千円) 

Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 計 

 

国県補助事業等の名称、補助率等 

無し 
 

役割分担に係る基本的な考え方 
 それぞれの自治体が公共交通の課題等に対して共通の認識を持ち、その対策等を検討す
る。 

成果指標設定無し 

 

 

 住民の足として欠かせない公共交通（秋北バス） 
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イ 移住の促進 

   (ア)  移住情報の発信・ＰＲ 

 

 

 

事 業 名 移住情報の発信・ＰＲ事業 実施地域 

事業概要  

大館市、小坂町 圏域への移住の促進を図るため、圏域の魅力や生活に関する情報や求

人情報など暮らしに関わる情報を一体的に発信するとともに、移住希望

者のニーズに応じた圏域内での生活体験ツアーを実施する。 

成果 

移住情報を一体的に発信することで、効果的かつ効率的な情報発信が図られるとともに、圏域

内での実際の生活を体験することで、圏域内の魅力や実生活の認識が深まり移住促進につなが

る。 

事業費(千円) Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 計 

大館市 3,969 3,969 3,969 3,969 3,969 19,845

小坂町 1,184 1,184 1,184 1,184 1,184 5,920

国県補助事業等の名称、補助率等 

無し 

役割分担に係る基本的な考え方 
圏域の魅力を一体的に発信し、興味や関心を持たせるとともに、両地域をまたがった特色ある

就業体験（農業、工業、サービス業）、暮らし体験（農家生活体験、冬の暮らし体験）などに参
加してもらうことで移住へのハードルを下げ、長期滞在や二地域居住等へとつなげ、最終的には
移住へと結びつける。 

成果指標 

指標名 現状値（H28） 目標値（H34） 

移住者数（うちUターン者数）

（市等が関与しているもの）
19 人（5 人） 28 人（7 人） 

空き家バンク成約件数 21 件 25 件 

空き家バンク登録件数 29 件 40 件 

移住フェア等相談件数 68 件 90 件 

 

    

    首都圏での移住相談会         冬の生活体験ツアー 

【形成協定】 

  圏域外から圏域内への移住の促進を図るため、連携して移住施策に取り組む。 
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（３）圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

ア 人材育成等 

   (ア) 職員の合同研修等の実施 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 職員の合同研修等の実施 実施地域 

事業概要  

大館市、小坂町  圏域で職員研修に係る情報を共有するとともに、圏域市町職
員の資質の向上を図るための合同研修を実施する。 

成果 
圏域市町職員の資質向上に資する機会の増大が図られる。 

事業費(千円) Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 計 

大館市 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 10,000

小坂町 200 200 200 200 200 1,000

国県補助事業等の名称、補助率等 

無し 

役割分担に係る基本的な考え方 
両市町が連携して研修事業を行い、相互に必要な経費を負担する。 

成果指標 

指標名 現状値（H28） 目標値（H34） 

小坂町の合同研修の参加

者数 
0 人 40 人 

 

          
                    職員研修会 

 
 
 

【形成協定】   

圏域内市町職員の資質の向上を図るため、合同研修等をはじめとする各種事業に

取り組む。 
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